
MaplatEditor―メタデータ編集 

 

項目解説 

地図 ID MaplatEditor 内で一意な地図 ID 
地図名称（表示用） アプリの最上部に地図の名前として表示される名称を入力し

ます。全角 15 文字の文字数制限があるので適宜省略してく

ださい。 
地図名称（正式名） 正式な地図名称を入力してください。文字数制限はありませ

ん。表示用と同じ場合は省略することができます。 
製作者 現所蔵者などではなく、文化財としての著作者を入力してく

ださい、たとえば江戸時代の地図であれば○○藩など。 
分からない場合は作者不明とされるべきです。 
近代以降に再版されて、再版主体（出版社など）を載せたい

場合でも、主たる著作性は原本の作者にあります。オリジナ

ルの著作者の情報は不明であるという情報含め記されるべき

です。 
作成時期 地図の描かれた時期を入力してください。 
対象時期 地図の描かれた時期と、その表す時期が異なる場合（たとえ

ば、現代に描かれた平城京地図などでは、作成時期令和、対



 

象時期 8 世紀になります）、表されている時期の方をここに

入力してください。作成時期と同じ場合は空欄で問題ありま

せん。 
所蔵者等 博物館など、地図の所蔵者、あるいは掲載を許可してくださ

った方など、地図に関して現代権利的なものを有している方

の名前を入力します。 
現在の絵地図ならば、製作者と同じになる場合もあります

し、自分で所蔵している古地図であれば自分の名前、

Wikimedia Commons で入手した地図ならば Wikimedia 
Commons などを入力します。 

マッパー 地図を現実の場所と紐づけるマッピング作業を行った人の名

前を入力します。 
地図画像ライセンス 基本的には、著作物の著作権は、作者の死後 70 年、2018 年

以前は 50 年経てば、著作権は切れます。したがって、江戸

期に作成された古地図などは、基本パブリックドメインなは

ずです。画像再販なども、虫食い部分を補ったなど著作性が

あれば別ですが、単にスキャン、撮影しただけでは著作性は

発生しないのは司法判断が出ています。 
ただし、法的な根拠はないものの、所蔵者に許可をもらわな

いと使えないというのは慣習としてありますので、勝手に使

わせないために「著作権保持」を値として設定するのはわか

りますが、本来は著作権はありません。 
現状選択肢がありませんが、将来的には「著作権は消滅して

いるが、利用には所蔵者の許可が必要」といった選択肢を設

けたいと思います。 
マッピングデータ 
ライセンス 

マッピングデータの再利用に制限をかけたい場合は、適切な

ライセンスを与えてください。 
地図画像 
コピーライト 

これはアプリ上での表示に使う値ですので、「Copyright 
© ...」のような、UI 上に表示する表現を設定してください。 
古地図など、著作権が存在しない著作物については、「○○

文庫所蔵」などの、所蔵者情報を代わりに入力するのが妥当

かと思われます（ただし、著作権が存在するわけではないの

で、Copyright などの表現は使いません）。 
マッピングデータ 
コピーライト 

上同様、マッピングデータに UI 上に表示する表現を加えた

い場合は、ここに入力してください。 
典拠 当該の地図の情報が得られる図書館の URL や本の書誌情報

などを入力します。 
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